
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

月 山 

玉川第 6 砂防堰堤 

熊谷神社 
（亀ノ尾発祥の地） 

濁沢崩壊地 

六渕砂防堰堤 南部山村広場 月の沢温泉 
北月山荘 

瀬場砂防堰堤 

御瀧神社 

（羽黒修験の拝所） 

中村地区 
科沢地区 

輿屋地区 

中島地区 
工藤沢地区 

大中島地区 
龍神橋 

濁沢崩壊地 

瀬場地区 

至 新庄 

昇り龍 
羽黒古道 

新田地区 

羽黒山 

鉢子地区 

橋の親柱 
砂防堰堤を一望できる龍神橋 

南野地区 
出羽神社 

三神合祭殿 満願寺の龍王殿 
芭蕉上陸の地 

肝煎地区 

鉢子地区の龍神様 

（天明 5 年／1785 年建立） 
銅板 

出川原地区 至 余目・酒田 

立谷沢川の上流は地質

がもろく、大規模な土

砂崩壊が発生していま

す。こうした土砂が土

石流、洪水氾濫を引き

起こしてきました。 

残念ながら中止と 

なった月の沢龍神冬まつり･･･そこで 

展示予定だった『立谷沢川のおはなし』の 

 一部を、今回おたよりでご紹介します。 

今は龍神・水神様を参拝する代

わりに、砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

がみなさんの

命や家を守ってくれます。 

そこで、『現代の石碑』という

ことで龍神様を描いています。 

龍神観音堂 

立谷沢川沿いの集落に今も残っ

ている数多くの石碑･･･その脇

にはこれまでの災害が忘れ去ら

れないように、かっこいい龍神

の銅板が設置されています。 

立谷沢川下流の 7 つの村人達が、

暴れ川に困り果て、大山の善宝寺に

ご祈祷をお願いし、三ヶ条を必ず守

って龍神様を信仰することを約束

しました。 

村の人々が誓った三ヶ条（現代語訳版） 

一．月に四日殺生禁断日を設けます 

一．やな漁は今後一切行いません 

年に一回満願寺の龍王殿で龍神供養の祈祷

を行い、それに先だって大山の善宝寺に村の代

表者を出して龍神供養を行います 
龍神の銅板に記されている

文字をつなぎ合わせると、1

つの言葉になるんですよ！ 

 月山の奥深くの谷には『龍神様』がおられるという古くからの言い伝えがあるそうです。

立谷沢川沿いの集落には、必ず石碑が祀られていました。 

 かつては豪雨が降る度に暴れ川となり、洪水氾濫を起こしていたため、昔の人は石碑を

建立し、龍神・水神様に祈りを込め、鎮めてもらっていたということです。 

 雪が解けましたら、ぜひ龍神・水神様巡りをしてみてはいかがでしょうか？ 

龍神が描かれた玉川第 6 砂防堰堤 

当時は現庄内町から鶴岡市

まで徒歩で往復し、2 日間

かけて参拝していたようで

す 

大山の善宝寺 
（鶴岡市） 

満願寺（庄内町） 

龍王菩薩 

善宝寺から龍王菩
薩を頂いた満願寺

では、龍王殿を建
て、そのご加護をお
願いしました 

JR 清川駅 

近隣の村々共同で

断ち物を行うこと

で、一層念力が強

くなると考えたよ

うです 

仏教では生き物を殺すと祟
たた

りが起き、この世に害を及

ぼすと考えられています 

一．  

満願寺の龍王殿 

お札 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

砂防堰堤の働きについては、

以前ご紹介させて頂きまし

たが、当出張所で行っている

工事はそれだけではありま 

せん。今回は流路工工事を 

ご紹介します。 護岸
ご が ん

 

床
とこ

固
がため

と護
ご

岸
がん

を組み合わせ

たもの。これにより、川底

や川岸が削られるのを防

ぎ、安全な流れを保ちます。 

流れる川の勢い

で護岸の足元が

削られ、壊れな

いようにします 

床 固
とこがため

 

 

こ の 部 分 の
補 修 を し て
います 

工事現場は積雪が３ｍ

もあるため、工事をす

るにはまず除雪から！ 

工場から運ばれてきた

生コンクリートを容器

に入れ… 

枠の中に流し

入れます 

固まった時に隙間ができ

ないよう、機械で振動を

与え、空気を抜きます 

  冬は台風や雪解け 

水などの増水がないため、川

の水量が少なく、安全な時期 

なんだ。だから過酷 

な環境の中している 

んだよ 

〈5 月〉雪解け水で増水する立谷沢川 

どうして 

こんな時期に 

するのですか？ 
寒いし、 

雪で大変なのに… 

上の工事写真を 

見てみてね 

瀬場地区が、例年に

ない位の豪雪になっ

ていると聞きつけ、

調査に行きました！ 

ここは出張所です。積雪は
私の膝の高さ位･･･ 
では出発！ 

瀬場地区到着。手を伸ばした
私は 190 ㎝･･･私の２倍は
あるので、積雪４m 位？ 

雪の壁につらら
が･･･まるで大き
く口を開けた龍
神様！ 

いいコンクリートが

できるよう、雪がかか

らないように、シート

で覆いながら作業す

る配慮も必要なんだ 

消防団員 20 名で 

2,000 個の雪灯籠を 

作って準備されたそ 

うです！『みなさんに 

喜んでもらいたい』 

という気持ちが伝 

わってくる、あった 

かい雪灯籠でした･･･ 

冬まつり開催予定だった

当日、来館者へ手作りの

おもてなし･･･というこ

とで、霜焼けになる程雪

を存分に満喫し、プロジ

ェクションマッピングも

見られちゃいました♡ 

中も夢の世界♡ 

雪景を駆け回る龍神様 

2,000 個の雪灯籠 

立谷沢川さぼう  検索 

こうした工程を繰

り返し、ようやく

完成となります！ 


